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マグマ研究における中性子利用への期待

Expectation for neutron utilization in magma research
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　 J-PARCに新しい大型中性子施設が建設され、高圧物質科学のビームラインの設置が計画されている。この中性子を
利用した高圧物質科学の推進のため、文部科学省科学研究費特定領域研究の申請がなされており、その中でマグマ班が 1
つの計画班として、他の計画班と協力してマグマに関する研究を推進していくこととなっている。本講演では、最近放
射光Ｘ線その場観察や分光学的手法等により明らかにされてきたマグマに関する研究を概観し、本マグマ班の研究計画、
及び中性子の利用に期待することを述べようと思う。
　水は地球の重要な揮発性成分の 1つであり、その存在はマグマ生成に多大な影響を及ぼす。現在までに、この含水マ

グマの溶融温度や組成などが明らかにされてきており、無水条件下とは大きく異なった様相が明らかにされてきている。
その１つは含水条件下で生成されるマグマの組成の急激な変化であり、3-5GPaの条件下でマグマのMg/Si比が大きく上
昇し、地球深部では超塩基性のマグマが生成されうることが明らかにされてきている（例えば、Inoue(1994), Kawamoto et
al.(2004)）。最近、このマグマの構造を、放射光Ｘ線その場観察実験により明らかにする努力がなされてきている（Yamada
et al.(2007)；詳しくは本セッションの山田ら参照）。しかしながら、Ｘ線回折では水素の検出はできず、その検出が可能
である中性子散乱実験が望まれる。
　さらに、水を含んだマグマにおいては、低圧下ではケイ酸塩成分に富んだマグマと水成分に富んだ流体相との 2相

分離が観察される一方、高圧下ではその区別がなくなることが明らかにされてきている（例えばMibe et al., 2002）。すな
わち、相図上の含水ソリダスの定義ができなくなる。これらの現象が切れ変わる圧力を明らかにすることは非常に重要で
あり、高温高圧下によるＸ線ラジオグラフィー法により、明らかにしようと試みられてきている（Mibe et al., 2007）。し
かしながらＸ線による 2相間のコントラストはそれほど大きくなく、水を含んだ系においては中性子ラジオグラフィー
法を用いたほうがより鮮明に観察されることが期待できる。
　さらに XAFS法によりジャーマネート融体の圧力誘起構造変化が観察されてきているが、これらの融体に中性子散

乱を適用すれば、より詳しい相補的な情報が得られる（詳しくは本セッションの有馬ら参照）。これら以外にもマグマ研
究における中性子の利用と期待について、本講演で述べたい。


